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Ｉ
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れ
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き
っ
か
け
は
何
で
す
か
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父
び
消
防
士
で
、
小
さ
．
い
頃
よ
く
叙

ｌ
ｓ
Ｑ
せ
て
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て
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し
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中
７
咬
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駒
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そ
れ
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Ｑ
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－
女
性
か
多
い
埋
墳
で
、
と
ま
ど
い
は

　
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　
Ｉ
護
７
校
に
入
る
と
、
ク
ラ
ス
舶
入

の
う
５
劃
一
は
１
人
。
全
体
で
も
詞
人

だ
」
け
で
、
馬
身
が
訊
か
っ
既
り
、
恥
ず

ひ
し
か
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
勉
強
し

て
い
く
上
で
は
特
に
支
障
は
あ
り
ま
世

へ
ｒ
し
た
。
少
人
数
の
せ
い
か
男
子
の

口
．
Ｍ
一
心
は
弥
く
時
限
し
で
、
今
で
も
り

ー
応
い
び
琥
い
て
い
ま
１
。

　
一
匯
帥
に
な
っ
て
か
ら
も
環
境
は
変

り
り
よ
せ
ん
か
、
少
数
派
と
い
う
こ
と

で
勅
ｇ
ｓ
ｌ
か
か
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つ
Ｉ
リ
、
凭
一
方

。
－
吻
ざ
し
く
に
て
も
ら
っ
た
り
し
て
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カ
ー
ー
な
ど
で
頻
り
に
さ
れ
る

こ
と
も
男
り
Ｉ
す
ね
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琴
哨
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和
へ
の
男
性
一
一
師
の
一
一

は
な
く
、
一
瓢
７
校
の
実
習
の
と
き
も
、

り
学
す
ら
き
せ
て
も
ら
え
！
せ
一
で
し

た
’
「
男
ａ
の
差
蜷
み
り
后
は
い
る
の
に
、

ど
う
し
て
？
」
と
愚
じ
る
こ
と
か
あ
り

ｆ
ｌ
。

　
ま
た
、
籾
愈
で
若
い
女
性
か
Ｉ
ば
れ

て
き
た
緊
は
、
気
を
遷
｛
‐
て
し
ま
い
、

目
縁
の
女
愕
右
端
師
に
汽
た
っ
て
も
ら

　
か
’
―
と
ち
画
り
ま
可
。

－
今
後
の
目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
前
の
病
院
で
は
救
命
救
急
、
現
在
は

苧
術
冒
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
看
護
師

と
し
ｒ
の
姻
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
一

者
さ
ん
と
よ
○
多
く
触
れ
き
え
る
屑
極

勤
務
を
経
験
し
た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
心
肺
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止
状
Ｉ
で
Ｉ
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来

る
１
西
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な
ど
一
齢
て
い
る
と
、
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一
と
一
問
一
一
に
『
心
肺
Ｉ
生
法
か
唇

及
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
一
一
。
そ
う

な
れ
ぱ
、
靫
わ
れ
る
命
も
さ
ら
に
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
目
分
も
そ
の
た
め

に
何
か
で
一
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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て
い
る
奥
さ
ん
と
一
才
の
息
子
さ
ん
と

三
人
暮
ら
し
の
板
橋
さ
ん
。
当
た
り
莉

の
よ
う
に
軍
事
を
分
担
し
、
夜
勅
の
あ

る
契
さ
ん
を
巡
り
出
し
、
ｌ
子
さ
ん
と

　
―
堀
で
も
、
乖
ｕ
生
活
で
も
。
同
―

に
も
自
邸
体
で
胴
向
き
に
Ｉ
り
喇
ん
で

い
る
睡
子
か
、
と
て
も
さ
り
や
か
で
好

印
象
で
し
た
。
そ
し
て
、
本
当
に
こ
の

壮
挙
に
就
い
て
よ
か
っ
た
と
７
唄
し
て

い
る
そ
う
で
７
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一
生
き
が
い
や
り
が
い
」
か
あ
る

と
い
う
ご
と
は
、
人
を
前
向
き
に
し
、

ｕ
。
同
な
状
況
も
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忠
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に
刄
７
る

力
か
而
Ｑ
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
脊
吻
嗅

六
一
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を
見
て
い
て
怒
じ
ま
し
た
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、
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性

で
も
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牡
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で
Ｉ
。
な
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今
ま
で

女
哩
だ
け
だ
っ
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の
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、
と
不
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議
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思
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つ
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ら
い
で
す
。

　
今
ま
き
に
医
療
ｌ
ｌ
は
男
性
勁
壇
肪

の
力
を
必
客
と
し
て
い
ま
可
。
必
零
と

芦
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て
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る
か
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り
こ
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、
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り
が
い
も
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り
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す
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で
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ね
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て
の
唯
一
の
た
め
に
ふ
ご
わ
し
い
活
動
を

’
れ
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。
人
、
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ひ
団
体
を
鰐
Ｓ
に
、
毎
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ま
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今
年
ｇ
は
次
の
力
々
に
賭
ｉ
己
れ
よ
し
た
。

第
一
中
学
校
三
年
生

　
『
一
’
仏
力
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は
が
き
』
作
成
に
眼
り
咄

か
、
「
一
Ｊ
．
｛
の
お
注
窃
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

汲
・
し
た
。

新
栄
町
婦
人
会

　
引
廼
而
幹
線
の
花
の
植
栽
や
鈴
一
等
の

一
叱
活
ｔ
等
を
隻
眼
。
し
で
い
ま
酋
。

第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部
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勧
を
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つ
て
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津
坂
下
町
民
憲
章

わ
た
く
Ｉ
た
ら
は
『
欠
―
い
自
吠
９
な
か
に

ａ
く
く
ま
Ｆ
、
未
ｔ
に
向
か
‘
て
た
く
１
１
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ｉ
さ
る
会
童
辰
Ｆ
町
民
で
す

　
わ
／
く
Ｉ
ｆ
も
は
、
屯
心
切
す
く
お
た
心
４
・

今
け
『
き
『
町
民
と
し
て
の
自
ｉ
と
誇
り
を

も
’
て
活
力
Ｌ
、
ｔ
和
て
希
堡
に
み
ね
た

ー
ら
つ
ｃ
り
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た
め
に
町
民
ｉ
哨
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ｌ
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一
、
自
然
を
愛
ｌ
、
緑
豊
か
な
美
し
い

　
ま
ら
を
っ
く
ら
ま
ｔ
ょ
う

一
、
互
い
に
助
け
＆
い
、
Ｑ
の
ふ
れ
あ
う

　
ま
ち
を
っ
く
り
ま
し
虞
う

一
、
健
康
で
働
き
、
活
力
あ
る

　
ま
ち
を
っ
く
り
ま
Ｌ
ょ
う

一
、
き
ま
勺
を
守
４
、
明
る
ぐ
住
み
よ
い

　
ま
ら
を
っ
く
ら
ま
Ｃ
ょ
う

一
、
教
養
を
潭
め
、
文
化
の
昏
り
高
い

　
ま
ら
を
っ
く
ｉ
ま
Ｉ
ょ
う
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下水道(公J!ﾄﾞ水辺･農１集落排水施設)

への接続をお願いします

　含一泡F11では、生｡5一項の改焉及び公共痢水哩の保全をｙるため、公共1ヽ氷酒・聚及ひ混葵－落

りり習賑堅９・￥、り唯処哩浄化槽投・堅圀・￥召行っていまｉ。

／Ｘ共卜水Ｚ・粟は、現任坂卜兎処理区の籍渠
瓦整備を実施しこいまｌか、平成21年１月よ

r]助瓦に阿珈ト、桜冰司の一部か供用関畑とな

rl両可。C図㈲彰一1

　東集落揖水施設整備事業では、自多右京か
農

主体で整備したi奥本・津尻処理区」び平

成21年２月より供用開始となり、会津坂下引Ｃ

は池尻地区か接続できるようになっていまｉ、

豪供一間哨区域や下水・で不明剱貞か肥りましたら、なんでもＭ吸ですのでご還顛≪ださい。

豪ご軍ｇの下水－工事（柵水拉慟・Ｓ）は、・larg｛埋設・、詮一工事ｇ等｝以外は工事か

　できま､せ九。

申し込・一層CIきわ僣弛●鐘樋上‘ﾄﾞ水道撞1･U-1圀1
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平成21年度
農作業標準賃金協定額
　農業委一会は、町内５武－関係此間団体との協議のうえ、

標準乖ま頷を掌めまいた。
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